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地域における公益的な取組の

更なる展開に向けて
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地域共生社会推進センターからの実践報告

社会福祉法人 京都福祉サービス協会

地域共生社会推進センター

代 表 河本 歩美
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京都福祉サービス協会について

くらしに笑顔と安心を
1986年

在宅の高齢者や障害のある方にホームヘル
プサービスを提供する団体として「京都
ホームヘルプサービス協議会」として発足

1993年

京都市の出資（出えん）を得て、社会福祉
法人 京都福祉サービス協会として認可

2019年

出資（出えん）関係を解消し、外郭団体か
ら自律



京都福祉サービス協会について

訪問介護等事業所 1１

訪問看護ステーション １

高齢者福祉施設 1２

児童館 4

職員数：２，２７７名
（２０２３年４月１日時点）



第２期中期経営計画の中で

基本目標１「地域共生社会へ」

基本目標２「より良いサービスを」

基本目標３「新しい組織と人で」

welfare (ウェルフェア）から well-being (ウエルビーイング）へ

→受動的福祉観から能動的福祉観へ

2017年の改定社会福祉法:社会福祉法人には公益的な取組を実施する責務が定められた

これは、 “well-being(ウエルビーイング）“の福祉観に基づいた役割を求められている

と捉え、「地域共生社会の実現」を新たな使命とする。



人によりそい、地域にかかわり、共にあゆむ

私たちは、かけがえのない一人ひとりの「生きる」を大切にするため

〇サービスや制度の垣根を越えて、支援を必要とする

人によりそいます。

〇人と人がつながる暮らしの場であり、支え合う力の源となる

地域にかかわります。

〇人と人とのつながりで生まれる地域社会の豊かさに喜びを感じ、

その創造に向けて共にあゆみます。



地域共生社会推進センターについて

理事長
直轄

事務局

代表 副代表 事務局長 事務局次長

運営委員

プロジェクト委員会組織体制



（１）地域共生社会づくりに関する情報を

収集、管理、共有、活用する活動

（２）協会の各事業拠点が進める取組を集約し、

また後押しする活動

（３）協会全体で「地域共生社会の推進」を

発信する活動

地域共生社会推進センターの活動



（１）地域共生社会づくりに関する情報を
収集、管理、共有、活用する活動



（２）協会の各事業拠点が進める取組を集約し、
また後押しする活動

公益的な
取組

の集約



公益的な
取組

の集約



法人内に
よこ糸を

通す

よこ糸カフェ
年６回
開催



取組を
進めるための

人材育成

ファシリテーション研修



プロジェクト
委員会の
立ち上げ

「住まう」「はたらく」「まざる」を一体化した

「団地を活用した空き家」活用を検討

団地の活用だけでなく、

広く「まちづくり」を意識したプロジェクトとする

「共生のまちづくりプロジェクト」
法人がチャレンジ精神で
取り組む
多様な職員がやりたいこと
を実現できるようにしたい



（３）協会全体で「地域共生社会の推進」を
発信する活動

フォーラム
の開催





SNS等を
活用した

発信



動画作成
研修



ぷちバズり

訪問介護ミライプロジェクトでの企画・制作

パンダの介護動画🐼

１８．４万回再生！！



公益的な取組とは？

すべての社会福祉法人は、その高い公益性にかんがみ、

「社会福祉事業及び第26条第1項に規定する公益事業を行うに

当たっては、日常生活又は社会生活上の支援を必要とする者に

対して、無料又は低額な料金で、福祉サービスを積極的に提供

するよう努めなければならない」という責務が課されており、

地域の福祉ニーズ等を踏まえつつ、法人の自主性、創意工夫に

よる多様な地域貢献活動が行われています。

（社会福祉法第24条第2項） 厚生労働省HPより



公益的な取組の例

高齢者福祉施設 西院

・デイサービスセンター（定員：35名／日）

・居宅介護支援事業所

・地域包括支援センター

・小規模多機能型居宅介護（定員：登録25名）

（地域密着型サービスセンター welcomeやまの家）

施設



社会とつながり、活躍の機会を。

sitteプロジェクト

前向きに頑張ろうとしている高齢者がいること

介護サービスを利用するからといって、何もできなくなったわけではないこと

誰かの役に立ちたいと考えていること

笑顔で人生を楽しんでいること

認知症であっても、できる環境を整えれば、やれることが沢山あること



高齢者福祉施設の利用者による

ものづくりブランド“sitte”を立ち上げ

木製品の製作を通じて、

高齢者の「自立支援」と「社会参加」

に取り組んでいます。



高齢者福祉施設 西院

ORIGINAL BRAND





コンセプト・素材選び・デザインを共同販売 など

“いきるをつくる”

mumokuteki

京都市内の繁華街にある
ショップ&カフェ



お仕事の

オーダー

お給料

販売

お買い物

お仕事



2019年12月7日

東京国際フォーラム

第３回認知症とともに生きるまち大賞



『洗車』

2019年12月から
中古車販売店の洗車を開始。



『高校生と商品開発』

行政、企業、林業家、アーティストなど

異業種との取り組み。

Zoomでの会議の様子



「高齢者福祉とは何か？」 京都のデイサービスと
芸大生が取り組む人生100年時代に必要なこと



2016年12月から開始

多世代交流食堂
（いわゆるこども食堂）
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おいでやす食堂
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公益的な取組の例

サービス協会運営の児童館

・塔南の園児童館

・京都市修徳児童館

・京都市明徳児童館

・京都市錦林児童館

児童館



•子どもの自立支援

•子育て家庭支援

•共生のまちづくり

児童館の目標



乳幼児親子

の活動

妊婦さんも

地域に

出向いても



小学生の

活動

地域の方

高齢者と

共に



中高生世代

の活動

地域で活躍

居場所

+ 誰かの

役に立つ



児童館の役割

学校

子どもを預かる仕事 ▶️ 保護者と共に子どもを育てる仕事

支援サービスの提供 ▶️ 子育て支援のコミュニティづくり

家庭 第３の場所



児童館の役割

• 子どもの主体性を大切にできる

→あそびを支える仕事

• いつでも、どこでも、〜しながら

→敷居の低い相談援助

• ０歳〜１８歳までという幅の広さ

→継続した支援、他機関、地域連携

• 徹底的な寄り添い

→支援が必要な親子を地域で支える

プレイ
ワーク

ソーシャル
ワーク

コミュニティ
ワーク



公益的な取組の展開

キーワードとして

利用者の主体性を ひきだす

多様な主体と つながる

コミュニティ
ワーク

ファシリ
テーション

コーディ
ネーション



共生のまちづくりプロジェクト

はたらく

まざる

住まう

• 市営住宅の高齢化という課題

高齢化率 68.8%

社会福祉法人の持つ専門性

住民自身の力

関係機関のネットワーク

を組み合わせ、団地だけでない「まちづくり」を意識して構想



『高齢者に温かいもの
食べさせたいんや！』

私たちを突き動かした言葉

自治会長



タウンミーティング



西野山団地 自治連合会

地域共生社会推進センター

協力団体

山科区役所 地域力推進室（まちづくりアドバイザー）

山科区役所 介護ケア推進課
京都市住宅管理課 居住支援協議会

山科区社会福祉協議会
勧修学区社会福祉協議会
京都市勧修地域包括支援センター
山科区地域介護予防推進センター

京都橘大学

一般社団法人アソボロジー
公成建設㈱
㈱ダイエー



移動販売・居場所づくり



活動のイメージ

まざる

毎週火曜日の喫茶

たこ焼き
ミーティング

１年後

大学生スタッフ
の参画

現在 未来

住まう

はたらく

空き住戸に活動拠点を開設
（ボランティアセンター・

活動センター）

空き住戸を
大学生のアトリエなど
（団地の縁側をつくる）

駄菓子屋さん開店

高齢者の生きがいづくり

医療との連携/地域包括ケアの深化

買い物支援の展開

多様な人の参加/アイデアを具体化する



公益的な取組のイメージ

公助 共助 自助

公助・共助・自助の

もりつけ？

公助

共助
自助



基幹事業（サービス）と地続きなもの

社会福祉法人の

活動が持つ独自

の価値は何か？

「契約」

基幹事業

サービス

公益的な

取り組み

「縁」

サービス コミュニティ

交換（経済的） 贈与（非経済的）

資本の蓄積 つながりの蓄積

参考文献：『うしろめたさの人類学』松村圭一郎（ミシマ社）
『あそびの生まれる時「お客様」時代の地域活動コーディネーション』西川正（ころから）

誰でも良い／お客様 あなたとわたし／参加者

大手チェーンのカフェ まちの喫茶店 コミュニティカフェなど 子ども食堂・高齢者サロン
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